
Title 北山文庫蔵『孝子彦太夫伝』について　附翻刻

Author(s) 佐野, 大介

Citation 懐徳堂研究. 2020, 11, p. 3-13

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/79008

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



北
山
文
庫
蔵
『
孝
子
彦
太
夫
伝
』
に
つ
い
て
　
附
翻
刻

佐
　
野
　
大
　
介

は
じ
め
に

　

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の
懐
徳
堂
文
庫
は
、
江
戸
期
懐
徳
堂
の

遺
書
及
び
重
建
懐
徳
堂
の
旧
蔵
書
を
中
心
と
し
て
、
重
建
懐
徳
堂

関
係
者
な
ど
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
幾
つ
か
の
資
料
群
（
文
庫
）
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
重
建
懐
徳
堂
最
後
の
教

授
・
吉
田
鋭
雄
（
号
は
北
山
）
旧
蔵
の
約
四
四
〇
〇
冊
を
収
め
た

北
山
文
庫
で
あ
る
。

　

そ
の
中
に
、
丹
波
国
多
紀
郡
黒
田
の
孝
子
彦
太
夫
な
る
人
物
の

孝
状
を
記
し
た
、
山
川
正
宣
著
『
孝
子
彦
太
夫
伝
』
が
含
ま
れ
て

い
る
。
仮
綴
六
葉
の
写
本
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
吉
田
の
書

写
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
北
山
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
孝
子
彦
太

夫
伝
』（
以
下
、
北
山
文
庫
本
と
称
す
る
）
に
関
す
る
基
礎
的
な

調
査
を
試
み
、
併
せ
て
翻
刻
を
行
な
っ
た
。

一
、
山
川
正
宣
『
孝
子
彦
太
夫
伝
』

　

著
者
の
山
川
正
宣
（
名
、
正
信
、
の
ち
正
宣
。
字
、
子
轍
、
ま

た
源
市
。
号
、
葎
園
、
ま
た
六
倉
園
、
静
斎
な
ど
。
一
七
九
〇
～

一
八
六
三
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
で
、
摂
津
国
池
田
の

人（
１
）。

本
業
は
酒
造
業
西
大
和
屋
第
一
一
代
当
主
で
、
和
歌
や
書
画
、

考
証
学
な
ど
を
よ
く
し
た
。
著
書
と
し
て
、
神
武
天
皇
よ
り
平
城

天
皇
ま
で
の
皇
陵
に
つ
い
て
考
証
し
た
『
山
陵
考
略
』
や
、
薬
師

寺
の
仏
足
石
に
彫
ら
れ
た
和
歌
に
関
す
る
『
仏
足
石
和
歌
集
解
』

な
ど
が
知
ら
れ
る
。

　
『
孝
子
彦
太
夫
伝
』（
以
下
、「
該
書
」
と
略
称
）
に
関
し
て
は
、

吉
田
の
手
に
な
る
正
宣
伝
に
、
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ま
た
二
十
三
歳
の
時
丹
波
多
紀
郡
黒
田
村
の
孝
子
に
就
て
、

『
孝
子
彦
太
夫
伝
』（
池
田
森
万
太
郎
氏
蔵
）
と
云
ふ
も
の
を

書
き
、
尚
自
ら
其
の
孝
子
作
業
の
図
を
書
い
て
印
に
附
し
、

こ
れ
を
稿
本
の
初
め
に
貼
し
て
居
る
も
の
が
あ
る
。
板
本
に

は
な
ら
な
か
つ
た
が
、
此
類
は
尚
他
に
も
あ
つ
て
、
敏
馬
浦

の
孝
子
柴
野
又
四
郎
を
表
彰
す
る
な
ど
、
人
の
善
を
聞
く
を

喜
び
、
其
の
行
状
を
記
し
て
世
に
彰
は
す
事
を
楽
ん
だ
点
よ

り
察
す
れ
ば
、其
の
人
の
為
り
温
良
篤
実
の
君
子
人
に
し
て
、

忠
孝
の
念
に
厚
か
つ
た
事
を
知
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。（『
池

田
人
物
誌
』
下
巻
「
山
川
正
宣（

２
）」）

と
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
該
書
が
正
宣
二
三
歳
の
時
に
成
っ
た
こ
と
や
、
他

に
も
正
宣
の
手
に
成
る
孝
子
評
伝
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ

る
。
た
だ
、
正
宣
の
著
書
に
関
し
て
、
こ
れ
も
吉
田
の
正
宣
伝
に
、

著
述
と
し
て
編
者
の
寓
目
し
た
も
の
は
、
孝
子
彦
太
夫
伝
一

巻
、
仏
足
石
和
歌
集
解
一
巻
、
山
陵
考
略
一
巻
、
牡
丹
花
三

百
年
忌
懐
旧
和
歌
巻
一
巻
を
除
く
外
、
姫
島
と
云
ふ
地
が
何

処
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
を
考
証
し
た
姫
島
考
一
巻
（
池
田
森

万
太
郎
氏
蔵
）、
安
徳
天
皇
の
遺
蹟
に
就
て
構
想
し
た
握
蘭

考
一
巻
（
同
上
）、
孝
謙
天
皇
の
事
に
就
て
考
証
し
た
宗
像

神
社
阿
弥
陀
経
碑
考
一
巻
（
池
田
、
原
田
長
治
氏
蔵
）、
及

び
随
筆
抄
録
に
係
る
在
根
良
記
一
巻
、い
は
ひ
の
杖
一
巻（
同

上
）、
明
史
日
本
伝
注
一
巻
（
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
）、
池
田

家
系
図
一
巻
（
大
広
寺
蔵
）
が
あ
る
。（『
池
田
人
物
誌
』
下

巻
「
山
川
正
宣（

３
）」）

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
見
る
に
、該
書
以
外
の
孝
子
評
伝
は
失
わ

れ
た
も
の
ら
し
い
。該
書
は
、正
宣
の
孝
子
顕
彰
に
関
し
て
知
る
こ

と
の
で
き
る
数
少
な
い
資
料
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。ま
た
、該
書
に

し
て
も
、「
板
本
に
は
な
ら
な
か
つ
た（

４
）

」、「
未
刊（

５
）

」な
ど
と
さ
れ
る

よ
う
に
、広
く
世
に
知
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る（

６
）。

二
、
北
山
文
庫
本
書
写
の
経
緯

　

こ
こ
で
、
吉
田
が
該
書
を
書
写
・
架
蔵
し
た
経
緯
に
つ
い
て
簡

単
に
記
し
て
お
き
た
い（

７
）。

　

吉
田
は
、
小
学
校
の
代
用
教
員
な
ど
を
経
て
、
大
阪
朝
日
新
聞

社
編
集
部
に
つ
と
め
て
い
た
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
満
三
二

歳
の
時
、
病
気
療
養
の
た
め
大
阪
朝
日
新
聞
社
を
辞
し
、
池
田
に

転
居
、
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
る
。
転
居
先
の
地
名
「
北
山

之
口
」
よ
り
、
以
後
「
北
山
」
を
号
と
し
て
用
い
た
。

　

転
居
先
の
池
田
は
、
酒
造
業
や
炭
の
生
産
で
栄
え
た
土
地
で
あ

懐徳堂研究　第 11 号　令和 ２ 年 2 月 28 日

4



分
類
番
号
四
一
七
の
『
孝
子
彦
太
夫
伝
』（
以
下
、
蝸
牛
廬
文
庫
本

Ａ
と
称
す
る
）
に
、「
吉
田
鋭
雄
氏
の
手
写
せ
ら
れ
し
も
の
よ
り
写

し
お
く
」
と
見
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
吉
田
に
よ
る
書
写
で
あ
る
こ

と
が
窺
え
る
。
識
語
等
を
欠
く
た
め
筆
写
の
時
期
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
こ
の
山
川
正
宣
伝
執
筆
の
た
め
の
資
料
と
し
て
、
未
だ
刊

行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
該
書
を
手
づ
か
ら
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
な
お
、
北
山
文
庫
本
一
葉
表
の
内
題
の
下
に
、「
山

川
正
宣
著　

手
稿
本
池
田
森
万
太
郎
氏
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
北
山
文
庫
本
は
、
正
宣
の
手
稿
本
を
直
接
書
写
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
異
本
に
つ
い
て

　

今
回
、北
山
文
庫
本
を
翻
刻
す
る
に
当
た
り
、『
孝
子
彦
太
夫
伝
』

の
異
本
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料

館
蔵
蝸
牛
廬
文
庫
に
二
つ
の
異
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。「
蝸
牛
廬
」
と
は
、
北
摂
池
田
の
郷
土
史
家
で
、
池
田

郷
土
史
学
会
の
設
立
者
で
も
あ
る
林
田
良
平
氏（

（（
（

の
書
斎
号
で
あ

る
。
後
、
林
田
氏
所
有
資
料
の
主
要
な
部
分
が
池
田
市
立
歴
史
民

俗
資
料
館
の
所
蔵
と
な
り
、
そ
の
資
料
群
が
「
蝸
牛
廬
文
庫
」
と

呼
ば
れ
る（

（（
（

。

　

二
つ
の
異
本
と
は
、
蝸
牛
廬
文
庫
に
、
分
類
番
号
四
一
七
・
分

り
、
豊
か
な
経
済
の
も
と
、
学
問
・
文
化
活
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）、
地
域
の
郷
土
史
家
等
が
郷
土
史
研

究
団
体
・
池
田
史
談
会
を
設
立
し
、
以
後
活
発
な
活
動
が
行
な
わ

れ
て
い
た
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
大
正
天
皇
天
覧
の
下
、
陸
軍
大
演
習

が
挙
行
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
恩
典
と
し
て
、
国
学
者
で
あ
る
山
川

正
宣
に
従
五
位
が
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）、
史
談
会
よ
り
正
宣
の
主
著
で
あ
る
『
山
陵

考
略
』
が
吉
田
鋭
雄
の
校
に
て
刊
行
さ
れ
た（

８
）。

こ
の
後
、
史
談
会

は
、
池
田
の
文
化
・
学
術
関
係
の
先
人
顕
彰
の
た
め
、
先
人
ら
の

業
績
を
『
池
田
叢
書
』
と
し
て
刊
行
し
て
ゆ
く
。
そ
の
第
一
編
と

な
っ
た
の
が
、
吉
田
鋭
雄
著
『
田
中
桐
江
伝（

９
）』

で
あ
っ
た
。
以
後
、

『
池
田
叢
書
』
は
、
吉
田
の
協
力
を
得
つ
つ
、
第
三
編
と
し
て
『
山

川
正
宣
集（

（（
（

』
が
刊
行
さ
れ
、
以
後
第
五
編
ま
で
続
く
。

　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
重
建
懐
徳
堂
の
書
記
か
ら
素
読
科

の
教
師
と
な
っ
た
吉
田
は
、
懐
徳
堂
講
師
で
あ
っ
た
稲
束
猛（

（（
（

と
と

も
に
、
池
田
の
先
人
に
つ
い
て
の
伝
記
を
執
筆
・
編
集
し
、『
池

田
人
物
誌
』
上
下
巻（

（（
（

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
中
の
「
山
川
正
宣
」

条
は
吉
田
の
執
筆
に
か
か
る
。

　

北
山
文
庫
本
は
、
版
心
に
「
北
山
艸
堂
用
紙
」
と
あ
る
四
百
字

詰
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
や
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
、

池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
蝸
牛
廬
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
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類
番
号
四
一
八
と
し
て
収
め
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
目
録
に
、

孝
子
彦
太
夫
伝　

山
川
正
宣　

昭
和
四
林
田
良
平
写
本　

文

化
九　

一
冊　

四
一
七

孝
子
彦
太
夫
伝　

山
川
正
宣　

昭
和
一
三
林
田
良
平
写
本　

文
化
九　

一
冊　

四
一
八
（『
蝸
牛
廬
文
庫
目
録
』（
二（

（（
（

））

と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
分
類
番
号
四
一
八
の
『
孝
子
彦
太

夫
伝
』
を
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
と
称
す
る
）。

　

こ
れ
ら
に
北
山
文
庫
本
を
加
え
た
三
種
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、

構
成
上
の
異
同
と
し
て
、
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
の
み
序
と
本
文
と
の

間
に
「
彦
太
夫
麴
ヲ
ホ
ス
図
」（
後
述
）
を
載
せ
る
こ
と
、
蝸
牛

廬
文
庫
本
Ａ
・
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
が
本
文
の
後
に
、
北
山
文
庫
本

に
見
え
な
い
「
跋
」
と
「
引
用
書
目
」
と
を
有
す
る
こ
と
、
蝸
牛

廬
文
庫
本
Ａ
の
み
最
後
に
識
語
を
有
す
る
こ
と
、が
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
他
、
序
及
び
本
文
の
記
述
や
内
容
に
関
し
て
は
、
異
体
字
や

ル
ビ
の
有
無
な
ど
を
除
き
ほ
ぼ
異
同
を
有
さ
な
い
。
体
裁
に
関
し

て
も
、
北
山
文
庫
本
が
、
本
文
の
「
聖
代
」
の
上
に
空
格
を
置
く

の
に
対
し
て
、
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ａ
・
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
は
擡
頭
を

用
い
る
点
が
僅
か
に
異
な
る
外
は
、「
領
主
青
山
侯
」な
る
記
載
に
、

蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
の
み
「
青
山
侯
」
の
上
に
空
格
を
置
く
の
が
唯

一
の
顕
著
な
異
同
と
い
え
る（

（（
（

。
三
者
と
も
に
、
か
な
り
正
確
な
筆

写
（
も
し
く
は
模
刻
）
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

三
者
の
先
後
関
係
に
関
し
て
は
、
ま
ず
北
山
文
庫
本
の
内
題
下

に
、「
手
稿
本
池
田
森
万
太
郎
氏
蔵（

（（
（

」
と
あ
り
、
蝸
牛
廬
文
庫
本

Ａ
の
識
語
に
、

こ
の
書
山
川
正
宣
翁
の
著
な
り
而
し
て
稿
本
故
森
万
太
郎
氏

の
秘
蔵
す
る
所
し
か
る
に
嗣
子
こ
の
書
の
所
在
を
し
ら
ず
故

に
嘗
て
吉
田
鋭
雄
氏
の
手
写
せ
ら
れ
し
も
の
に
よ
り
て
写
し

お
く
も
の
な
り
／
昭
和
四
年
五
月
二
十
日　

良
平
（
蝸
牛
廬

文
庫
本
Ａ
識
語
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ａ
は
北
山
文
庫
本
を
手
写
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る（

（（
（

。

　

北
山
文
庫
本
・
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ａ
と
も
に
序
の
末
に
、「
次
葉

ニ
正
宣
ノ
画
ケ
ル
彦
太
夫
麴
ヲ
ホ
ス
図
ヲ
鐫
リ
之
ヲ
貼
セ
リ
」
と

記
す
の
み
に
て
画
を
収
録
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
蝸
牛
廬
文
庫

本
Ｂ
の
み
画
を
有
し
て
い
る
（
図
一
）。
こ
の
「
彦
太
夫
麴
ヲ
ホ

ス
図
」
こ
そ
、
林
田
氏
自
身
が
、

一
、
彦
太
夫
麹
造
り
の
図　

正
宣
筆
／
「
孝
子
彦
太
夫
伝
」

山
川
正
宣
著　

一
冊
／
文
化
九
年
十
一
月
稿　

昭
和
十
三
年

二
月
良
平
影
写（「
九
、近
世
池
田
の
画
人（
三
〇
〇
例
会
）（

（（
（

」）

懐徳堂研究　第 11 号　令和 ２ 年 2 月 28 日

6



と
し
て
紹
介
す
る
「
彦
太
夫
麹
造
り
の
図
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る（
（（
（

。
こ
こ
に
、「
昭
和
十
三
年
二
月
良
平
影
写
」
と
あ
る
の
は
、

昭
和
四
年
写
の
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ａ
の
識
語
に
「
嗣
子
こ
の
書
の
所

在
を
し
ら
ず
」
と
あ
る
の
に
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
に
は
、

昭
和
十
三
年
二
月
據
池
田
森
萬
之
助
氏
所
蔵
正
宣
手
稿
本
於

五
月
山
麓
蝸
牛
庵
窻
下
影
撮
焉（

（（
（

と
書
か
れ
た
紙
片
が
挟
ま
れ
て
お
り
、
林
田
氏
の
「
良
平
影
写
」

と
紙
片
の
記
す
撮
影
日
と
が
と
も
に
「
昭
和
十
三
年
二
月
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
紙
片
が
こ
の
図
を
撮
影
し
た
状
況
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
で
あ
れ
ば
、
昭
和
四
年
当
時
代

替
わ
り
し
た
「
嗣
子
」
が
所
在
を
知
ら
な
か
っ
た
手
稿
本
は
、
昭

和
一
三
年
当
時
は
「
森
万
之
助
」
な
る
人
物
が
有
し
て
い
た
こ
と

と
な
る
。
森
姓
で
名
に
「
万
」
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森

万
太
郎
氏
の
関
係
者
（
あ
る
い
は
「
嗣
子
」
本
人
）
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
が
詳
細
は
未
詳
。

　

以
上
よ
り
、
ひ
と
ま
ず
以
下
の
よ
う
な
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ

う
。
大
正
年
間
刊
行
の
『
池
田
人
物
誌
』
執
筆
の
た
め
に
吉
田
に

よ
っ
て
手
稿
本
よ
り
北
山
文
庫
本
（「
彦
太
夫
麴
ヲ
ホ
ス
図
」
を

欠
く
）
が
書
写
さ
れ
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は
手
稿
本
が

所
在
不
明
で
あ
っ
た
た
め
北
山
文
庫
本
よ
り
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ａ
が

書
写
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
手
稿
本
が
発
見
さ
れ
、
昭
和
一
三
年
に

至
っ
て
「
森
万
之
助
」
蔵
手
稿
本
よ
り
蝸
牛
盧
文
庫
本
Ｂ
が
書
写

（
あ
る
い
は
模
刻
）
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
年
）
四
月
、
吉
田
は
重
建
懐
徳
堂
教

授
と
な
る
。
し
か
し
、
同
年
五
月
一
二
日
、
自
宅
で
脳
溢
血
で
倒

れ
、
不
帰
の
人
と
な
る
。
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）、
大
阪
大

図
一　

彦
太
夫
麹
ヲ
ホ
ス
図
（
池
田
市
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

北山文庫蔵『孝子彦太夫伝』について　附翻刻 ― 佐野大介

7



空
襲
で
の
焼
失
を
免
れ
た
重
建
懐
徳
堂
の
蔵
書
が
大
阪
大
学
に
寄

贈
さ
れ
、
重
建
懐
徳
堂
は
そ
の
歴
史
的
役
割
を
終
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
よ
り
、
該
書
を
筆
写
し
た
吉
田
は
、「
重
建

懐
徳
堂
最
後
の
教
授
」
と
称
さ
れ
る（

（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）、
江
戸
期
懐
徳
堂
の
閉
校
に
立
ち
会
っ
た
教
授

で
あ
る
並
河
寒
泉
は
、「
懐
徳
堂
最
後
の
教
授
」
と
称
さ
れ
る（

（（
（

。

寒
泉
は
幕
末
、幕
府
に
よ
る
陵
墓
の
調
査
・
修
築
事
業
で
あ
る「
文

久
の
修
陵
」
に
お
け
る
河
内
国
の
皇
陵
調
査
に
関
わ
っ
て
お
り
、

検
証
の
た
め
、
山
川
正
宣
の
『
山
陵
考
略
』
を
筆
写
し
て
い
る（

（（
（

。

　

江
戸
期
懐
徳
堂
と
重
建
懐
徳
堂
と
両
方
の
「
最
後
の
教
授
」
が

山
川
正
宣
の
著
作
を
筆
写
・
架
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
、
懐
徳
堂
と

正
宜
と
の
学
問
的
傾
向
や
正
宜
の
著
作
の
流
通
に
関
連
し
て
、
興

味
深
い
事
実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

注（
１
）	

山
川
正
宣
の
伝
記
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
、「
山
川
正
宣
」
条
（
吉

田
鋭
雄
・
稲
束
猛
編
『
池
田
人
物
誌
』
下
巻
、
太
陽
日
報
社
、
一
九
二

四
年
、
四
五
〇
―
四
九
三
頁
）
が
あ
る
。

（
２
）	『
池
田
人
物
誌
』
下
巻
、
四
五
七
―
四
五
八
頁
。

（
３
）	『
池
田
人
物
誌
』
下
巻
、
四
八
七
頁
。
な
お
、
こ
の
他
、「
山
川
正
宣
」

条
（
上
田
万
年
監
修
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
続
巻
、
名
著
刊
行
会
、
一

九
七
八
年
、
二
二
八
頁
）
に
は
、
正
宣
の
著
作
と
し
て
「
家
集
三
」「
景

雲
遺
事
一
」
の
名
が
上
が
っ
て
い
る
。

（
４
）
注
（
２
）
参
照
。

（
５
）『
国
学
者
伝
記
集
成
』
続
巻
、
二
二
八
頁
。
緑
川
亨
発
行
『
増
補
版 

国

書
総
目
録
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
の
該
書
の
条
は
所

蔵
者
を
記
さ
ず
、「
＊
国
学
者
伝
記
集
成
に
よ
る
」
と
す
る
。

（
６
）
徳
田
進
「
孝
子
実
伝
の
部
」（『
孝
子
説
話
集
の
研
究 

近
世
篇　

―
二

十
四
孝
を
中
心
に
―
』
下
冊
、
井
上
書
房
、
一
九
六
三
年
）・
国
文
学

研
究
資
料
館
編
『
古
典
籍
総
合
目
録
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）

に
該
書
の
記
載
は
見
え
な
い
。

（
７
）
本
章
に
関
し
て
は
、
釜
田
啓
市
「
吉
田
鋭
雄
と
池
田
の
先
人
顕
彰
運
動
」

（『
清
真
学
園
紀
要
』
一
九
・
二
〇
合
併
号
、
二
〇
〇
五
年
）・
藤
井
知

敏
「
重
建
懐
徳
堂
最
後
の
教
授
・
吉
田
鋭
雄
」（『
池
田
郷
土
史
研
究
』

第
一
五
号
、
二
〇
一
三
年
）
等
を
参
照
し
た
。
特
に
釜
田
氏
の
も
の
は
、

池
田
に
お
け
る
吉
田
の
活
動
に
つ
い
て
詳
細
を
極
め
る
。

（
８
）
大
正
九
年
刊
の
初
版
本
に
は
、
末
尾
に
「
後
学
丹
波
吉
田
鋭
雄
校
」
と

の
記
載
が
あ
る
が
、
大
正
一
三
年
の
再
版
本
は
こ
の
記
載
を
欠
く
。

（
９
）
吉
田
鋭
雄
『
田
中
桐
江
伝
』（『
池
田
叢
書
』
第
一
編
、
池
田
史
談
会
、

一
九
二
三
年
）

（
10
）
岸
上
善
五
郎
編
『
山
川
正
宣
集
』（『
池
田
叢
書
』
第
三
編
、
池
田
史
談
会
、

一
九
二
四
年
）。
内
容
と
し
て
は
、「
山
川
正
宣
歌
稿
」
に
「
仏
足
石
和

歌
集
解
」「
宗
像
神
社
阿
弥
陀
経
碑
考
」「
姫
島
考
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
稲
束
猛
に
つ
い
て
は
、
北
野
裕
子
「
稲
束
猛
小
伝
―
池
田
ル
ネ
サ
ン
ス
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の
旗
手
―
」（『
種
智
院
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）・

釜
田
啓
市
「
稲
束
猛
の
韓
非
子
講
義
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
〇

〇
七
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
12
）
吉
田
鋭
雄
・
稲
束
猛
編
『
池
田
人
物
誌
』
上
下
巻
（
太
陽
日
報
社
、
一

九
二
三
・
一
九
二
四
年
）

（
13
）
肥
田
晧
三
「
林
田
良
平
」（『
大
阪
春
秋
』
七
〇
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。

な
お
、
池
田
郷
土
史
学
会
は
、
池
田
史
談
会
の
後
身
。

（
14
）
田
中
晋
作
「
蝸
牛
廬
文
庫
資
料
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』

一
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
15
）
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
蝸
牛
路
文
庫
目
録
』（
二
）（
池
田
市

立
歴
史
民
俗
資
料
館
館
蔵
資
料
目
録
第
三
集
、一
九
九
四
年
、一
四
頁
）。

目
録
に
は
共
に
「
林
田
良
平
写
本
」
と
あ
る
が
、
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
は

刷
本
の
よ
う
に
見
え
る
。
あ
る
い
は
手
稿
本
を
模
刻
し
た
も
の
か
。

（
16
）
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ａ
を
擡
頭
と
し
た
が
、
前
行
末
尾
の
空
格
は
一
字
分
の

み
で
、
空
格
と
実
質
的
な
違
い
は
な
い
。

（
17
）
森
万
太
郎
氏
は
、
池
田
史
談
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。「
池
田
史

談
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
三
年
と
さ
れ
る
。
…
…
創
立
委

員
は
森
万
太
郎
・
岡
部
常
次
郎
・
林
田
安
平
（
引
用
者
注
…
林
田
良
平

氏
の
父
親
）
…
…
」（
釜
田
氏
前
掲
論
文
）。
注
（
３
）
や
釜
田
氏
前
掲

論
文
な
ど
か
ら
、多
く
貴
重
な
書
籍
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
18
）
北
山
文
庫
本
の
有
さ
な
い
跋
と
引
用
書
目
の
由
来
は
未
詳
。

（
19
）
林
田
良
平
「
九
、
近
世
池
田
の
画
人
（
三
〇
〇
例
会
）」（『
池
田
郷
土

研
究
』
第
九
号
、
二
〇
〇
七
年
）

（
20
）
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
有
す
る
画
に
は
、
画
の
右
側
に
「
孝
子
彦
太
夫
像　

山
正
宣
画
印
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）
翻
刻
も
兼
ね
、
当
該
部
分
の
引
用
に
お
い
て
は
筆
写
に
近
い
字
体
を
用

い
た
。

（
22
）
例
え
ば
、
湯
浅
邦
弘
編
著『
増
補
改
訂
版 

懐
徳
堂
事
典
』（
大
阪
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
一
年
）の「
吉
田
鋭
雄
」条
。
ま
た
、
藤
井
氏
前
掲
論
文
は

そ
の
題
名
が「
重
建
懐
徳
堂
最
後
の
教
授
・
吉
田
鋭
雄
」と
な
っ
て
い
る
。

（
23
）
例
え
ば
、
湯
浅
邦
弘
編
著
『
増
補
改
訂
版 

懐
徳
堂
事
典
』
の
「
並
河

寒
泉
」
条
な
ど
。

（
24
）
天
理
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
山
陵
考
略
』（
天
理
蔵
書
ラ
ベ
ル125 

並

199 80

）。
な
お
寒
泉
の
陵
墓
調
査
に
関
し
て
は
、
矢
羽
野
隆
男
「
天

理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵 

並
河
寒
泉
「
陵
墓
調
査
関
係
資
料
」

解
題
」（『
中
国
研
究
集
刊
』出
号（
第
五
一
号
）、二
〇
一
〇
年
）・
仝「
宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵 

並
河
寒
泉
「
陵
墓
調
査
関
係
資
料
」
解
題
」（『
懐
徳

堂
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
）・
仝
「
並
河
寒
泉
の
陵
墓
調
査 

幕

末
懐
徳
堂
教
授
の
活
動
」（『
懐
徳
』
八
二
号
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

※�
池
田
市
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
は
、
資
料
の
閲
覧
・
写
真
掲
載
に
関
し
て

格
別
の
ご
配
慮
を
頂
い
た
。
ま
た
、
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
の
挟
み
紙
の
崩
し

字
解
読
に
関
し
て
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
研
究
室
の
糸

川
風
太
氏
と
平
田
良
行
氏
と
に
ご
教
授
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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『
孝
子
彦
太
夫
伝
』
翻
刻

凡
例

・
本
稿
は
、
山
川
正
宣
『
孝
子
彦
太
夫
伝
』
を
翻
刻
し
た
も
の
で

あ
る
。

・
底
本
と
し
て
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
内
北
山
文

庫
蔵
本
（
写
本
、
仮
綴
り
六
葉
、
版
心
に
「
北
山
艸
堂
用
紙
」

と
あ
る
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
）
を
用
い
、
池
田
市
立
歴

史
民
俗
博
物
館
蔵
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ａ
・
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
の
二

種
を
参
照
し
た
。

・「
跋
」「
引
用
書
目
」
は
、
北
山
文
庫
本
は
有
さ
ず
、
池
田
市
立

歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
の
み
有
す
る
箇
所
だ
が
、
参
考
の
た
め

こ
れ
ら
を
附
し
た
。

・
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ｂ
の
み
跋
に
、
返
り
点
・
送
り
が
な
が
附
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
省
略
し
た
。

・
翻
刻
に
当
っ
て
は
、
底
本
の
字
体
に
で
き
る
限
り
沿
う
よ
う
留

意
し
た
が
、
印
刷
の
都
合
上
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

・
合
略
文
字
は
分
解
し
て
角
括
弧
（［　

］）
に
て
示
し
た
。

・
底
本
は
「
聖
代
」
の
上
に
空
格
を
置
く
が
、
こ
れ
を
「
□
」
で

表
し
た
。

孝
子
彦
太
夫
伝　
　

山
川
正
宣
撰
【
表
紙
】
／

孝
子
彦
太
夫
伝　
　

山
川
正
宣
著　

手
稿
本
池
田
森
万
太
郎
氏
蔵

【
一
オ
】
／
【
一
ウ
】
／

か
ら
國
の
、
ひ
し
り
の
文
に
、
孝
は
百
の
を
こ
な
ひ
の
も
と
ゝ
か

や
い
へ
る
か
こ
と
く
、
お
よ
そ
人
た
る
も
の
、
こ
れ
を
ゝ
き
て
は
、

ま
た
な
に
の
み
ち
に
か
よ
る
へ
け
ん
や
、
こ
の
比
丹
波
の
國
黒
井

と
い
へ
る
所
に
、
ひ
と
り
の
孝
子
あ
り
て
、
國
の
守
よ
り
、
よ
ね

な
と
あ
ま
た
給
り
し
事
の
、
ゆ
へ
よ
し
を
し
る
し
つ
け
た
る
、
ふ

み
の
は
し
か
き
、
あ
る
は
そ
の
す
か
た
を
う
つ
せ
よ
と
、
す
ゝ
む

る
人
あ
り
、
も
と
よ
り
才
み
し
か
く
、
筆
つ
た
な
き
も
の
ゝ
、
な

す
へ
き
わ
さ
に
し
あ
ら
ね
は
、
こ
と
人
に
あ
つ
ら
へ
て
よ
と
い
へ

と
も
、
さ
ら
に
う
け
ひ
か
さ
れ
は
、
猪
名
の
さ
【
二
オ
】
／
ゝ
原
、

い
な
み
か
た
く
て
、
有
馬
山
の
あ
り
の
ま
ゝ
に
、
し
る
す
事
に
な

む
文
化
こ
ゝ
の
つ
の
と
し
冬
、
し
も
つ
き
つ
の
く
に
さ
つ
き
山
の

麓
に
住
る
や
ま
か
は
の
正
宣
か
い
ふ

次
葉
ニ
正
宣
ノ
画
ケ
ル

彦
太
夫
麴
ヲ
ホ
ス
圖
ヲ
鐫
リ
之
ヲ
貼
セ
リ
、
上
ニ
憶
良
ノ
歌
ヲ

書
ス
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銀
母
金
母
玉
母
奈
尓
世
武
尓
、
麻
佐
禮
留

多
可
良
古
尓
斯
迦
米
夜
母

　
　
　
　
　
　
　
　

山
上
臣
憶
良
【
二
ウ
】
／

孝
子
彦
太
夫
傳

孝
經
曰
用
天
之
道
因
地
之
利
謹
身
節
用
以
養
父
母
此
庶
人
之
孝
也

と
、
こ
ゝ
に
丹
波
の
國
多
紀
郡
黒
田
村
に
一
人
の
孝
子
あ
り
、
其

名
を
ば
彦
太
夫
と
い
へ
り
幼
年
の
時
よ
り
よ
く
父
母
の
心
に
叶

ひ
、
聊
も
爭
ひ
も
と
る
事
な
し
、
兄
弟
四
人
あ
り
て
、
姉
二
人
、

次
は
彦
太
夫
、
妹
一
人
な
り
、
皆
そ
れ
〳
〵
の
縁
を
需
て
か
し
づ

け
、
其
身
一
人
に
て
両
親
を
や
し
な
ひ
、
家
富
た
る
に
あ
ら
ず
と

い
へ
ど
も
、
婢は

し
た
め女

奴し
も
を
と
こ僕

等
を
も
扶
持
し
て
、
父
母
の
用
を
弁
【
三

オ
】
／
ぜ
し
め
、
其
身
は
朝
に
星
を
戴
き
て
田は

た
け圃

に
出
、
耕
作
の

業
に
怠
ら
ず
、
夕
に
は
草
履
草
鞋
な
ど
を
つ
く
り
て
、
遅
く
眠
り
、

又
其
間ひ

ま

に
は
麴か

う
じを

製
し
て
、
近
き
わ
た
り
に
商
ひ
、
凡
一
日
に
多

少
を
論
ぜ
ず
、
其
得
た
る
程
の
銀
銭
を
父
母
の
前
に
持
出
て
、
そ

の
数
を
し
ら
し
む
、
ま
た
妹
の
嫁
し
た
る
家
も
ま
づ
し
く
て
、
出

生
し
た
る
女
子
を
そ
だ
て
わ
び
ぬ
る
躰
を
み
て
、
夫そ

れ

を
も
我
方
に

引
と
り
て
、
養
育
す
る
抔
、
仁
慈
の
道
ひ
と
つ
と
し
て
闕
る
事
な

し
、
父
は
元も

と
よ
り來

頑か
た
く
なな

る
性

う
ま
れ
つ
きな

る
う
へ
、
年
老
た
る
に
し
た
が
ひ
、

多
病
に
し
て
、
何
か
に
つ
け
驕き

ま恣ゝ
に
し
て
、
食
物
な
ど
【
三
ウ
】

／
も
種
〃
の
珍
味
を
好
み
な
ど
す
れ
ど
も
、
彦
太
夫
少
も
さ
か
ふ

事
な
く
、
其
身
は
廉
食
す
る
と
い
へ
ど
も
、
父
母
に
は
其
好
む
所

の
魚
鳥
を
あ
た
へ
、
ま
た
父
母
食
し
終
ら
ざ
れ
ば
、
を
の
れ
は
箸

を
と
ら
ず
、
二
六
時
中
其
禮
を
か
く
事
な
し
、
斯
て
例
歳
秋
の
末

に
至
り
て
、
米
穀
の
収
納
も
事
終
れ
ば
、
此
國
農
家
の
な
ら
ひ
と

し
て
、
摂
州
伊
丹
な
る
酒さ

か
や家

某
が
許
に
至
り
て
、
醸
酒
の
役
夫
と

な
り
、
其
給
銀
な
ど
も
、
を
の
れ
聊
も
身
に
納
む
る
事
な
く
、
父

母
に
あ
た
へ
て
、
其
身
は
山
川
を
隔
つ
と
い
へ
ど
も
、
孝
養
家
に

あ
る
に
違
ふ
事
な
し
、
ま
た
中
年
に
し
て
近
隣
【
四
オ
】
／
よ
り

妻
を
迎
へ
け
る
が
、
天
彦
太
夫
を
祐
け
給
へ
る
か
、
此
つ
ま
夫
に

劣
ら
ざ
る
節
婦
に
し
て
、
と
も
に
舅
姑
に
仕
へ
て
、
う
ら
な
く
孝

を
尽
し
ぬ
る
事
、
姜
詩
が
妻
の
い
に
し
へ
も
お
も
ひ
出
ら
れ
ぬ
、

同
邑
の
黨

と
も
が
らは

い
ふ
も
さ
ら
な
り
、
伊
丹
な
る
酒
家
の
あ
る
じ
、
ま

た
其
家
に
給
仕
す
る
輩

と
も
が
ら、

お
よ
び
近
隣
に
至
る
ま
で
も
、
是
を
見

も
し
聞
も
す
る
人
の
限
り
、
感
涙
を
催
さ
ゞ
る
は
な
し
、
さ
れ
ば

孝
感
動
天
の
こ
と
は
り
い
ち
じ
る
く
、領
主
青
山
侯
の
聴
に
達
し
、

其
て
い
た
ら
く
、
あ
ら
か
じ
め
御
た
づ
ね
あ
り
し
う
へ
、
文
化
七

年
午
の
十
月
改
て
村
方
へ
御
尋
の
【
四
ウ
】
／
事
あ
り
け
る
に
よ

り
、
彦
太
夫
が
行
状
詳
に
書
記
し
て
奉
り
し
か
ば
、
同
じ
き
八
年

未
の
二
月
再
命
令
あ
り
て
、
大
庄
屋
は
じ
め
村
役
人
彦
太
夫
夫
婦

を
い
さ
な
ひ
て
、
御
役
所
へ
出
し
か
ば
、
種
〃
御
褒
賞
の
う
へ
、

御
蔵
米
三
俵
彦
太
夫
に
下
し
賜
ひ
ぬ
、
誠
に
冥
加
に
餘
り
た
る
事
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と
い
ふ
べ
し
、
そ
れ
よ
り
家
に
歸
り
て
其
米
を
神
佛
に
供く

う

じ
、
父

母
に
す
ゝ
め
、
親
族
近
隣
に
わ
か
ち
與
へ
、
は
た
伊
丹
迄
も
持
来

り
て
、
其
恩
徳
を
人
に
弘
め
あ
ひ
ぬ
、
酒
家
の
あ
る
じ
も
悦
び
の

あ
ま
り
、
聊
の
銀
を
あ
た
へ
て
祝
し
ぬ
、
然
る
に
其
後
侯
の
御
許

よ
り
か
く
の
如
き
一
【
五
オ
】
／
通
到
来
す
、

其
村
方
彦
太
夫
事
孝
心
御
称
美
之
為
祝
儀
伊
丹[

よ
り]

銀
子

送
候
由
先
達
而
相
届
候
右
家
名
相
改
早
〃
可
書
出
候
已
上

三
月
十
九
日　
　

御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田
村
庄
屋
中

さ
る
に
よ
り
て
庄
屋
其
趣
あ
り
の
ま
ゝ
に
申
上
け
る
と
な
ん
、
是

も
其
仁
心
を
感
じ
給
ひ
て
の
事
な
る
べ
し
、
さ
れ
ば
彦
太
夫
農
家

に
生
れ
て
、
聊
學
問
の
道
を
も
し
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
行
ひ
ひ
と
つ

と
し
て
、
聖
賢
の
敎
に
た
【
五
ウ
】
／
が
ふ
事
な
し
、
是
所
謂
生

れ
な
が
ら
に
し
て
知
る
の
君
子
と
い
ふ
べ
し
、
我
國
い
に
し
へ
よ

り
孝
子
に
と
ぼ
し
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
今
眼ま

の
あ
た
り
、
か
ゝ

る
孝
子
を
み
る
事
實
に
□
聖
代
の
徳
と
ぞ
い
ふ
べ
き
な
り
、
古
人

い
へ
る
事
あ
り
、
不
得
守
親
不
可
以
為
人
、
不
可
以
為
人
則
禽
獣

也
、
今
此
書
を
あ
ら
は
し
て
、
二
三
子
に
示
す
事
親
疎
を
し
て
同

じ
道
に
い
ざ
な
ひ
、人
た
る
の
道
を
尽
さ
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
、

此
書
を
み
る
の
童
蒙
、
竹
馬
に
か
へ
て
是
を
誦
せ
ば
、
を
の
づ
か

ら
其
徒
に
導
く
の
一
助
と
も
な
り
な
ん
も
の
を
と
、
禿
た
る
筆
も

て
か
い
【
六
オ
】
／
つ
け
ぬ
る
事
し
か
り

孝
子
彦
太
夫
傳
尾
【
六
ウ
】

【
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ａ
・
Ｂ
有
す
る
跋
及
び
引
用
書
目
】

跋天
地
之
性
莫
貴
於
人
、
人
之
道
莫
大
於
孝
。
嗚
呼
若
夫
彦
大
夫
可

謂
能
得
其
道
矣
。
丹
丘
酒
賈
某
著
此
書
、
以
弘
遠
近
、
欲
使
人
感

發
孝
心
。
是
亦
不
庶
道
乎
。
因
識
之
巻
尾
云
。

　
　

壬
申
冬
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
斎
主
人
書

文
化
九
年
壬
申
冬
弘
之

　
　

引
用
書
目

　

孝
經　
　
　
　
　

論
語

　

萬
葉
和
歌
集　
　

日
記
故
事
大
全

　

本
朝
孝
子
傳　
　

孝
子
萬
吉
傳

　
　
　

已
上
六
部

【
蝸
牛
廬
文
庫
本
Ａ
有
す
る
識
語
】

こ
の
書
山
川
正
宣
翁
の
著
な
り
而
し
て
稿
本
故
森
萬
太
郎
氏
の
秘

蔵
す
る
所
し
か
る
に
嗣
子
こ
の
書
の
所
在
を
し
ら
ず
故
に
嘗
て
吉

田
鋭
雄
氏
の
手
写
せ
ら
れ
し
も
の
に
よ
り
て
写
し
お
く
も
の
な
り
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昭
和
四
年
五
月
二
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
平
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